
昭和49年3月8　日広　　報　　水　　巻

町の人口・
（49年1月＊現在）

人　口　24，053
男11，70Ｌ9

女12，344
世帯数　7，029

3云18畠（1974）

■Ｎｐ．3、05葵

毎月一回各家庭に配布
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は9－17：00、原則として往診はいたしません。
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鹿
町
長
が
再
選
さ
れ
る
且

鴻
員
補
選
久
保
田
勝
馬
氏
が
当
選

二
月
十
七
日
に
行
な
わ
れ
た
水
巻
町
長
選
挙
と
水
巻
町
績
会
議
風
補
欠
遍
革
は
即
日
開
票
さ
れ
、
町
長
に
現
職
の

伊
藤
衛
門
町
長
が
再
通
さ
れ
ま
心
た
。
ま
た
議
展
補
欠
選
挙
は
久
保
田
勝
馬
氏
が
当
通
し
、
ｌ
前
任
者
の
残
任
期
間
を

努
め
ら
れ
ま
す
。
伊
藤
町
長
は
当
遍
後
、
今
後
の
町
政
へ
の
取
り
組
み
な
ど
に
つ
い
て
つ
ぎ
の
よ
う
に
悟
り
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
町
政
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

化
は
か
ね
て
か
ら
閻
魔
と
な
っ
て
い
ま

し
七
が
、
四
十
九
輝
度
か
ら
実
施
し
た

い
七
考
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
県
は
四

十
九
年
十
月
実
施
の
方
針
の
よ
う
で
」

そ
う
な
れ
ば
本
町
も
こ
れ
に
な
ら
う
こ

と
に
な
り
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
の
は
、

町
長
選
挙
結
果

当
選
　
伊
藤
　
衛
門
．
七
、
〇
四
四
票

次
点
　
育
住
専
明
・
三
、
畠
七
累

投
番
数
　
　
二
、
三
五
累

有
効
投
票
　
・
－
〇
、
七
九
－
票
　
ｈ

無
効
投
票

三
四
四
窮

親
風
補
欠
選
挙
結
果

当
選
　
久
保
田
勝
馬
　
五
、
七
六
ふ
ハ
票

次
点
　
者
月
　
三
　
四
、
八
三
票

投
票
檎
数
　
　
二
、
二
ニ
三
票

壷
．
一
〇
」
五
七
八
謡

無
効
投
票

五
五
五
票

が
、
こ
れ
を
五
千
円
に
引
金
あ
げ
ぎ

す
。
そ
れ
と
、
埴
九
州
市
が
中
心
と
な

壱
周
辺
市
町
で
つ
く
っ
で
い
る
交
通

共
著
に
、
ホ
Ｔ
五
歳
以
上
の
方
は

．
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、
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皮
ｌ
町
長
と
な
り
ま
し
た
責
任
の
警
碁
は
も
と
よ
り
、
小
差
護
ひ
と
う
輔
料
化
と
同
時
に
轟
意
＝
遍
の
ｌ
町
長
∵
水
町
の
水
草
業
が
水
源
を
そ
の
跡
地
の
皐
に
つ
い
て
潔
こ
に
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の
蘭
さ
ま
の
ど
壷
厚
く
お
礼
申
し
　
ど
承
知
の
と
お
り
、
今
の
水
墟
町
は

あ
げ
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
財
政
的
に
は
非
常
に
苦
し
く
、
、
．
自
宝
財

日
炭
の
閉
山
や
急
速
に
進
む
都
市
化
源
は
予
算
の
約
－
割
し
か
な
く
、
国

な
ど
変
貌
い
ち
留
る
し
く
、
激
し
く
動
庫
、
起
債
に
た
よ
っ
で
の
や
り
く
り
が

い
て
い
く
本
町
の
こ
の
寛
大
期
に
、
再
椀
い
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
嚢

以
前
か
烏
師
金
と
の
い
ろ
い
ろ
針
・
舎
茄
入
し
て
い
た
だ
せ
、
こ
の
掛
金

鍔
琵
醜
絹
鵠
慄
紺
鵬
航
㌘
藍

あ
凄
め
で
す
パ
　
　
　
　
Ⅵ
間
で
い
つ
も
問
題
に
な
壱
い
ま
す

ま
た
、
こ
の
三
歳
末
梢
児
の
医
療
無
が
こ
の
こ
轟
つ
い
て
。

や
明
る
い
見
通
し
が
で
曽
て
ま
い
り
ま

し
た
打
で
、
垂
暮
備
忘
り
す
る

こ
と
姦
肘
い
た
し
て
お
り
官
す
。

－
貯
炭
跡
地
の
整
備
　
生
覆

旧
、
．
藷
・
河
川
の
整
備
な
ど
生
曙
環

境
の
整
備
に
つ
い
て
計
闇
の
大
書
お

た
ず
ね
し
た
い
の
で
す
が
。

町
長
　
四
十
六
年
三
月
本
町
の
中
核

企
業
で
あ
っ
た
日
掛
が
突
然
閉
山
し
、

骨
瞥
温
風
の
氏
原
の
鰯
料
に
つ
い
て
の
決
定
が
、
昭
和
4
9
管
月

．．鰯Ｗ

「
ふ
嵐
賢
二
期
日
に
入
る
わ

け
で
す
が
、
こ
の
機
会
に
町
虜
の
政
治

理
念
や
町
政
へ
の
誓
お
た
ず
ね
し

た
い
の
で
す
が
。
・

町
長
　
著
聞
プ
ｎ
通
挙
で
の
町
戌

感
じ
、
患
い
を
あ
ら
た
に
し
て
お
り
ま

す
。私

は
自
治
体
の
仕
欝
は
「
そ
こ
に
住

む
人
々
が
Ｖ
い
か
に
快
適
に
生
清
で
歯

石
よ
ケ
に
す
る
か
」
窮
極
は
そ
こ
に
つ

患
る
と
考
え
て
い
ま
す
㍉
そ
の
た
め
に

社
会
・
鑑
将
軍
い
か
に
啓
孔
る

か
。
楯
柾
蜜
等
い
か
に
充
実
さ
せ
て

い
く
か
が
そ
こ
に
さ
ま
ぎ
叢
計
画
の

立
案
と
そ
れ
嘉
し
て
い
く
た
湯

財
政
問
題
が
お
こ
憲
く
ｌ
湧
け
で
す

が
、
よ
り
効
果
的
、
．
効
率
的
に
こ
れ
を

処
瓢
し
、
奥
行
も
て
い
く
の
が
行
政
だ

み
恩
い
ま
す
。
∵

なさんの意志が一票づう開かれていく町長選の開票台

重
度
身
体
障
害
者
に
つ
い
て
も
医
療
の
も
竃
い
た
め
に
北
九
州
㍉
中
間
両
市

無
料
化
を
実
施
す
る
考
え
で
い
ま
す
。
か
ら
原
変
臆
入
し
鼠
を
給
水
し
て

ー
睨
生
祝
と
い
う
の
を
富
ま
し
い
る
葉
形
態
か
ら
、
原
水
の
価
格
が

た
が
。
　
　
　
　
　
　
あ
が
れ
ば
水
道
料
金
に
影
響
を
及
ぼ
し

町
長
そ
れ
は
町
民
の
方
に
赤
ち
ゃ
で
く
る
わ
け
で
す
が
、
私
は
四
十
五
年

ん
が
賢
さ
れ
た
と
鼻
、
町
か
ら
お
祝
就
任
以
来
公
共
料
金
を
抑
制
す
る
と
い

い
に
蟹
虹
警
視
金
三
重
営
Ｌ
ｌ
義
時
で
料
金
値
上
げ
は
で
魯
る
だ
け

あ
げ
悔
生
証
書
に
は
赤
ち
ゃ
ん
の
足
押
え
て
憲
し
虚
4
し
か
し
這
軍
手

袈
す
る
重
も
ま
ま
な
羞
常
な
制
約

を
う
け
て
い
ま
耳
こ
の
よ
う
な
中
で

福
祉
か
ら
環
境
窟
岬
ま
で
、
多
績
な
促

成
の
方
の
要
理
行
政
需
要
に
応
え
て

い
く
に
は
、
焼
金
の
ど
協
力
を
樽
つ

つ
、
皆
さ
ん
の
ど
町
政
へ
の
瀧
解
を
お

願
い
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
今
後

と
も
よ
ろ
し
く
お
励
い
す
る
も
の
で
あ

り
ま
す
。

－
で
は
具
体
的
な
こ
轟
お
聞
魯

摘
照
湖
で
虻
葦

形
な
義
念
に
と
っ
て
い
た
だ
い
た

ら
鼻
て
け
る
も
の
で
す
。

－
老
人
間
圏
は
、
こ
れ
か
ら
の
碍

祉
間
腰
の
串
で
も
大
森
な
地
誌
膏
由
め

て
い
く
患
い
破
ま
す
が
。

町
長
　
そ
の
と
お
り
で
す
．
老
人
の

精
神
的
な
抜
き
か
い
の
間
周
、
物
質

堕
煙
筒
の
間
領
、
杜
会
食
体
で
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
し
ょ

う
。
町
で
は
い
ま
机
山
0
中
腹
に
「
葛

人
い
こ
い
の
家
」
轟
し
て
い
ま
す

が
、
老
人
の
方
た
ち
の
社
変
の
畢
い

こ
い
の
場
と
し
て
十
分
活
用
さ
れ
、
喜

こ
ん
で
い
た
だ
け
る
ｌ
ネ
つ
計
碧
ね
っ

て
い
ま
す
。
．

ま
た
音
で
九
月
十
五
日
竜
人
吸
取

に
敬
老
年
金
と
し
て
七
十
五
歳
以
上
の

方
に
】
】
芋
円
を
さ
し
あ
げ
て
い
ま
し
た

万
円
の
累
稗
赤
字
を
だ
し
、
水
道
企
業

が
崩
壊
寸
前
と
な
っ
た
た
め
や
む
を
え

ず
現
在
の
料
金
に
値
上
げ
を
行
な
っ
た

わ
け
で
す
。
．
し
か
し
、
車
い
に
し
て
中

間
怖
・
遠
賀
郡
四
町
が
広
墨
軒
画

考
豊
漁
確
保
に
努
刀
し
、
や

住
む
人
々
の
問
題
虜
ｌ
に
、
種
々
苦

慮
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く
四

十
轟
に
作
成
し
ま
ｌ
し
た
町
総
合
計
蘭

に
よ
ね
南
松
、
主
ツ
観
区
を
日
炭
か
ら

贋
収
啓
、
改
艮
住
宅
七
百
三
十
五

戸
、
県
営
住
宅
六
百
声
、
要
論
住

宅
百
五
十
四
一
義
、
画
地
童

僻
す
る
計
画
の
藷
に
入
り
唆
し
鴨

こ
の
肝
要
着
席
実
行
し
町
の
発

展
を
は
か
り
た
い
と
考
え
て
．
い
ま
ず

鉱
専
復
旧
は
、
属
地
に
つ
い
て
は
お

よ
そ
計
画
ど
お
り
．
油
ん
で
嘗
す

が
、
家
風
の
復
旧
に
つ
い
て
は
非
常
に

遅
れ
て
お
皐
町
鶴
会
の
協
力
を

い
た
だ
き
関
係
機
関
に
強
く
働
き
か
け

促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
雪

贈
蒔
の
輔
共
に
つ
い
て
は
特
に
「
カ

ｊ
蓬
い
で
尊
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
促

選
し
て
い
薗
た
く
、
特
に
足
も
轟

に
つ
い
て
の
舗
装
に
は
一
段
と
力
を
入

れ
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
要
望
に
応
え
た

い
と
患
い
ま
す
。
′

治
水
面
で
は
曲
川
、
掘
川
、
羅
漢
川

な
ど
を
整
備
す
る
こ
と
で
、
鉱
単
に
よ

り
低
地
帯
に
あ
る
木
骨
の
内
水
の
排
除

に
万
金
を
期
さ
ね
ば
な
り
ま
ｌ
せ
ん
。
町

譲
会
の
協
力
を
得
て
強
く
経
過
い
た
し

ま
す
。斗

彿
富
篠
の
施
設
鞍
傭
計
画
は

ヰ
後
ど
の
　
ｌ
ネ
っ
に
進
め
ら
れ
る
の
で
し

襲
う
か
。

町
長
　
悪
投
の
整
備
に
つ
い
て

は
、
四
十
八
璧
箆
鍾
小
学
校
の
防
音

改
築
†
車
が
完
了
の
見
込
み
で
す
。
下

二
小
学
校
の
二
枚
分
離
に
つ
い
て
は
五

毒
菅
で
瞥
苧
す
る
計
画
で
、
南

中
学
校
の
改
築
で
車
は
四
十
九
印
度
か

ら
か
か
る
予
定
で
す
。

Ｉ
で
は
紙
面
の
都
合
も
あ
り
ま
す

の
で
最
後
に
な
に
か
。

町
長
　
都
市
計
画
法
に
よ
る
用
途
地

域
の
洩
虎
が
内
定
し
て
計
四
月
に
告

示
さ
れ
、
計
画
的
な
町
づ
く
り
の
筒
一

歩
を
ふ
み
だ
し
ま
す
。
こ
の
ほ
か
公
害

を
防
ぐ
た
め
の
騒
音
規
制
槙
に
よ
る
地

域
指
定
も
行
な
わ
れ
る
方
向
に
あ
り
、

住
み
長
い
環
境
づ
く
り
に
向
っ
て
い
ま

す
か
、
こ
れ
ら
の
こ
と
は
法
だ
け
で
は

解
決
で
き
る
こ
と
で
は
な
く
、
地
域
住

民
金
体
の
ど
理
解
を
得
な
け
れ
ば
な
ｌ
り

ま
せ
人
．
－

機
会
の
ど
協
力
を
あ
ね
ぎ
つ
つ
．
住

み
よ
い
町
づ
く
ク
に
豊
情

で
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
町

政
へ
の
ど
賛
意
ね
て
お
願
い
し
、

町
轟
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
に
か
え
合
せ

て
い
た
だ
車
ま
す
。

新
議
員
紹
介

久
保
田
勝
馬
　
無
所
属
　
5
9
歳

農
業
　
当
選
1
回
．

水
場
町
は
重
層
風
土
に
菅

れ
、
住
み
よ
い
郷
土
だ
七
考
え
て
い
ま

す
。
．
経
済
的
に
も
、
田
庚
閉
山
後
・
遠

沈
乱
し
ま
し
た
が
、
地
理
的
に
み
て
浮

紡
す
る
要
紫
は
大
普
く
、
・
決
し
て
悲
観

す
る
こ
と
は
な
い
ー
′
恩
い
葺
こ
の

ト
水
地
町
の
拙
会
・
壷
焼
を
準
え
、

壷
み
よ
く
明
る
い
町
づ
く
わ
′
を
す

る
た
め
、
微
力
で
は
あ
り
革
が
先
輩

槻
員
に
カ
を
脅
せ
、
努
力
し
て
い
昏
た

い
妻
て
い
革

毒
〓
⊇
≡
∈
≡
－
．
5
〓
三
産
≡
－
冒
－
三
撃
≡
華
5
－
晋
巨
象
5
〓
書
き
〓
－
一
重
ｌ
【
至
芸
≡
≡
記
望
－
－
慕
≡
≡
墓
室
蔓
華
≡
≡
≡
要
塞
璽
馨
雷
’

4

月

1

日

に

ｌ
用
途
地
域
告
示
．
の
予
虚

建
物
を
建
て
る
と
き
は
－
－
－
」
Ｊ

ｒ
「
－
ぜ
ひ
都
市
計
画
係
へ

た
用
途
の
童
物
し
か
祐
て
ら
れ
な
く

な
り
、
音
で
喜
所
に
池
冨
し

て
い
た
農
ず
る
ー
盲
の
・
「
建

築
贋
申
情
轡
－
牽
蓬
掟
都
市

計
課
に
纏
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に

火
地
域
及
び
架
轟
漂
韓
2
2
余
地
城
㍉
な
碇

な
骨
ま
す
。

ゑ
点
上
「
念
遺
物
丸
嵐
て
か
れ
る

ｌ
・
適
地
塙
に
つ
い
で
の
問
い
食

地
域
格
定
め
ら
れ
計
画
係
へ
。

竃 ・蛮晶 晶 票 選 挙 投 票 腐 果 ．（4．9・2・17日執行）・

凍

購

，・宥　 棉　 宥 ．．歓 投．．．蹄． 者．一　致
疫票率針．．料 ．．．1女 ． 潮∵ 二男 女 計

‘ｌ寸．こ、‘酢Ⅶ

・甲三

（響 詰住公民蹴「

（欝警笛二保朋 ）・

」及 1，446 ． 2，742．． ．885
「 詞重

．．957：

」且

Ｊｉ旦致

．盛

．ｌ．、513
・㌢「下．’’‾

・1，929
Ⅶ ・

⊥且 致

こ．1，231ｒ
「 耶 郡

・⊥」達生
937

．70．4

ｌｌ．1．．，481 ・遭 3，172．． 71．・0
投票所 ’
（宮田三公民館）
拠削「
（町民会館ホ．－ル）
投票所
（町立第三保育園），・
～鷺群 触 撃）

（据 票料榊 宜）
醸

924 ｒぐ．．・992 ＿ユ⊥旦迫

品且坐し

573， 84．3
第四

・第五

第琴

鰐七

」且 ．ム弧 989・ 66．0

．．777 424．
－ －

689 　」　 』致

＿」上里Ｌ

＿＿旦達と

・16，729

・63．9

・809 ・．1862 507 　」　 鳳

一議 馬
11，135，

64．7 、∴574

」週 」⊥旦虹 598 ・‘964 ・由．1

拗 7，922．8．807
間
4．933

間
6．202 ・．66．6 ．

注（）内の数は横風補欠選等投票数、他棚は町長選挙投票数と職員補欠選挙投窮数は同じ。
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．
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昭和49年3月8日　　　　　　　　　広　　報

春の交通安全運動量悪
ち
に
、
交
通
費
垂
盈
解
し
て
い

た
だ
く
と
と
も
に
、
正
し
い
交
通
ル
ー

ル
億
嶺
づ
げ
、
露
草
故
慣
止
を
徹

底
さ
せ
る
ｌ
こ
喜
的
と
し
て
行
わ
れ

ま
す
。
住
民
み
ん
な
の
ど
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
・
　
　
　
　
　
柑

◆
運
動
の
重
点
目
標

⑨
歩
行
者
事
故
、
特
に
こ
ど
も
の
事

故
防
止

⑥
自
転
宜
串
故
の
防
止

◆
貴
点
線
施
事
項

・
交
通
安
全
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
の
整

備
充
苧

・
と
ど
も
と
母
親
に
対
す
る
交
通
安

会
教
育
の
充
実
・

・
遠
転
者
に
対
す
る
安
会
運
転
の
励

・
行
蝮
坤
．

・
自
転
車
利
用
の
資
金
対
策
の
経
過

さ
か
ん
に
な
る
ノ

ス
ポ
ー
・
ツ
少
年
団
渦
動
駆

籠
ノ
【
固
町
内
少
女
バ
レ
ー
ボ
ト
ル
大
会

下
二
小
Ａ
・
Ｃ
チ
ー
ム
が
優
勝

翫
謂
崇
攣
施
欄
欝
餌

三
つ
が
あ
り
草
が
、
歪
面
に
風
儀
憾
瀾
博
で
耀
叛
用
甥

る
だ
け
短
い
時
間
に
耕
し
あ
て
て
感
覚
す
る
．
く
毒
水
準
甲
学
校
体
育
館
に
集
合

監
貰
・
∴
野
∵
∴
章
上
告
瞥
－
ス
葉
・
机
・
真
空
料

泉
の
中
で
骨
巌
酢
澄
嵐
幣
酢
親
許
加
資
格
水
巻
町
内
の
哲
少
年
（
た
だ
し

二
月
二
十
ｌ
四

日
、
青
少
年
体
育

セ
ン
タ
ー
に
町
内

小
学
校
の
三
枚
区

か
ら
、
ス
ポ
ー
ツ

少
年
司
少
女
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
の

団
鼻
が
讐
り
、

領
｝
回
水
巻
町
少

女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。こ

の
宴
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
部
は
、

町
内
の
小
学
生
（

体
重
員
が
つ
い
て
指
導
に
あ
た

っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
入
墨
さ
れ
る
万
は
各

学
校
の
担
当
の
先
生
に
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
（
写
真
は
フ
ァ
イ
ン
プ
レ
ー

続
出
の
鱒
遠
少
女
バ
レ
ー
ボ
ル
大

会
）

刷
　
こ
の
ス
ポ
ー
ツ
は
・
地
図
姦
石
を
用
い
て

芸
棋
譜
縞
崇
絹
鮮
舶
用

仰
且
ノ
エ
ツ
ク
ポ
イ
ン
ト
と
も
い
う
）
を
、
で
き

”
Ｈ
　
　
．

ヽ
ｌ
≡
ご
ヽ
′
ヽ
一
ｔ
Ｉ
一
年
≡
ヽ
ノ
ヽ
‘
一
≡
．
．
ヽ
く
ノ
1
1
’
Ｊ
≡
．
ヽ
ノ
ヽ
一
ｒ
ュ
王
．
－
ヽ
一
ｌ
ｌ
く
ｊ
1
．
3
－
．
ヽ
′
ヽ
一
く
一
ｌ
芦
ｌ
一
ヽ
一
ｒ
ｌ

す
が
、
自
然
を
満
喫
し
な
か
ら
で
き
る
ナ
ウ
な

ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、
最
近
若
者
の
人
気
を
集
め

て
い
ま
す
．

◇
期
日
　
三
月
二
十
四
日
尋
前
九
時

児
賢
当
は
、
今
享
十
卦
未
満
当
す
る
よ
う
に
な
っ
た
人
や
、
現
在
受
子
宮
ガ
ン
の
検
診
．
。
行
挙
内
容
成
人
病
検
診
、
専
門
医
■
］
…
Ｆ
．
．
、
ノ
。
ノ
ノ

1
至
．
一
三
人
．
巨
Ｆ
ノ
ミ
．
）
．
〉
亡
．
⊃
ゝ
芦
．
）
．
≡
こ
要
一
＝
勇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
購
窄
心
事
指
導
（
減
塩
食
爛
葺
習
　
昭
和
四
十
九
年
四
月
盲
か
易
使
用

叫
　
磁
石
片
手
に
山
野
を
歩
こ
う

佃

　

．

オ

リ

エ

ン

テ

1

′

リ

ン

グ

に

参

加

を

順
法
は
綿
習
を
し
ま
す
。
申
し
込
み
は
臼
首
に
。

り
よ
い
仲
間
づ
く
り
掌
る
た
め
に
行
わ
れ
ま

小
学
三
年
生
以
下
は
父
兄
同
伴
の
こ
と
）

へ
義
加
申
込
み
二
二
月
十
八
日
ま
で
に
町
教
育

蕾
芸
社
会
教
育
係
へ
（
由
葺
に
な
り
次
鮮

締
め
切
り
ま
す
）

◇
参
加
上
の
注
意
山
歩
き
の
で
き
る
服
窄

タ
オ
ル
、
水
筒
、
筆
記
用
具
、
簡
単
な
同
異

等
を
持
参
の
こ
と
。

◇
雨
天
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

対
象
者
は
す
ぐ
手
続
き
を

児
童
手
当
支
給

児
．
童
の
範
囲
を

拡対
大象

健
用
で
魯
ま
せ
ん
か
ら
ご
注
意
く
だ
き
ま
す
。
希
望
者
は
、
役
場
厚
生
操
に
串
拍
子
を
と
る
な
ど
楽
し
い
盲
を
過
ど

い

。

　

　

　

・

し

込

ん

で

く

桔

さ

い

。

竺
月
二
十
七
、
二
十
八
・
吉
報
飯
綱
璧
錮
鮮
者
乗
車
券

十
九
日
、
九
時
～
十
七
時

◎
握
所
役
場
別
響
．
∵
∴
捕
獲
「
ト
ト
一
．
引
換
証
を
発
行
．

四
月
鵠
〃
り
一
本
化

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

滑
脱
髄
龍
閻
珊
磁
掛
澗
－
巴
達
意
を

＝

馳

ｍ

 

Ｗ

ｍ

ｍ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

Ｈ

は

小

小
学
四
年
生
以
上
）
で
構
成
さ
れ
て
い

る
ス
ポ
「
ツ
盆
面
の
ひ
と
つ
で
、
下

こ
小
か
凌
一
事
－
ム
、
頃
宋
小
か
ら
二

チ
ー
ム
、
机
小
か
ら
三
チ
ー
ム
が
参
加

し
て
Ａ
・
計
弓
の
パ
ー
ー
ト
に
分
け
て

リ
ー
グ
戦
で
轡
か
わ
れ
ま
し
た
。

試
合
の
紡
黒

毎
月
二
回
・
配
付
人
の
手
で
直

疲
各
豪
庭
に
お
・
屈
．
け
し

今
ま
で
役
場
か
ら
の
町
民
の
皆
さ
ん
す
．

へ
の
お
知
ら
せ
は
忍
報
水
管
の
ほ
　
な
お
、
膿
会
か
品
「
啓
買
よ
り

か
、
蒜
の
「
回
き
な
ど
で
行
な
つ
」
は
今
ま
で
と
お
り
免
行
さ
れ
ま
す

て
酋
ま
し
た
釈
四
月
か
ら
は
う
線
が
こ
れ
も
配
付
委
托
人
を
通
じ
て
名

み
ず
ま
き
膏
二
輿
十
日
呈
家
庭
に
潮
届
け
い
た
し
ま
す
。

十
五
日
に
定
期
に
発
行
し
、
い
っ
さ
い
、

の
お
知
ら
せ
を
こ
れ
に
一
本
化
し
て
、

配
付
委
托
人
を
通
じ
て
直
接
各
蓼
底
に

配
付
す
る
よ
う
に
変
温
い
た
し
ま
す
。
′

こ
れ
は
今
ま
で
、
駐
在
員
1
隣
組
劇
．

1
各
世
帯
回
線
の
方
式
で
行
な
っ
て
き

た
お
知
ら
せ
方
式
が
、
友
か
せ
ぎ
家
牢

の
増
加
ｌ
な
ど
で
各
家
庭
段
階
で
の
回
覧

日
数
が
か
か
り
す
ぎ
、
町
か
ら
の
お
知

ら
せ
が
過
れ
か
ち
に
な
る
の
を
解
消
す

る
た
め
で
す
。

こ
の
た
め
四
月
か
ら
は
、
町
か
ら
の

忽
知
ら
せ
は
月
二
回
の
「
広
報
み
ず
ま

き
だ
け
と
な
り
ま
す
の
で
、
十
分
ど

注
意
さ
れ
る
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま

「
駐
在
員
」
　
の

名
称
を
鳳
止

・
・
町
で
は
回
覧
蓋
等
の
廃
止
に
と
重

な
い
「
駐
蛮
」
の
名
称
を
三
月
三
十

一
日
限
り
で
廃
止
し
ま
す
。
四
月
盲

か
ら
は
各
区
の
代
表
は
｛
区
喪
」
と
い

う
名
称
に
統
一
さ
れ
ま
す
。

広
報
の
配
布
人

を
募
集

ま
す

土
人
程
度
で
配
布
二
人
0
受
持

ち
は
ふ
台
不
蒜
帝
く
ら
い
）

・
配
布
期
間
「
広
報
蛮
」
発
行
日
を

含
め
て
二
品

・
惹
憫
三
月
十
盲
土
方
ニ

∵
十
日

・
資
格
健
康
な
人
で
あ
れ
ば
努
女
、

年
齢
を
問
い
ま
せ
ん
。

※
受
付
期
間
中
に
履
歴
書
を
持
参
し

て
、
役
場
人
革
際
ま
で
。

ＢＡ

義旗ノ滝漂ノア
ト．　　ト

下
ニ
Ａ
チ
ー
ム

机
Ａ
チ
ー
ム

下
ニ
Ｃ
チ
ー
ム

机
Ｂ
チ
ー
ム

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
と
は

こ
の
団
体
は
、
町
内
の
少
腎
少
女

が
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
一
、
健
会
な
体
と

精
神
を
育
成
す
る
た
め
に
、
島
的
な

参
加
を
求
め
て
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の

で
、
団
鼻
の
保
護
者
が
後
援
金
員
と
な

り
各
大
会
の
企
画
な
ど
を
行
い
ま
す
。

め
児
童
を
三
人
以
上
養
育
し
て
い
る
う

ち
の
一
人
以
上
の
十
戒
末
梢
児
に
対
し

て
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
四
十
九

年
四
月
】
日
か
ら
、
こ
れ
が
要
背

終
了
前
に
ひ
ろ
が
り
葺

次
の
要
件
に
醸
当
す
る
万
は
、
三
月

来
日
ま
で
に
役
塘
老
人
児
ま
椀
へ
事
前

請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。

仝
雲
皇
帝

1
暴
虎
で
あ
る
こ
ち

．
2
水
場
町
に
居
住
し
、
住
民
登
録
が

あ
る
こ
と
．

3
十
八
微
光
滴
の
児
東
を
三
人
以
上

療
育
し
て
い
て
、
そ
の
う
ち
の
一
人
以

上
が
銀
幕
教
育
終
了
前
の
児
童
で
あ
る

こ
も

◇
所
篠
栗
伸

一
壷
蓉
（
霞
蓉
）
の
前
汗
顔

十
重
の
収
入
が
ー
痩
額
に
満
た
な

い
こ
と
「

計
親
鳥

ｌ
塩
草
当
制
度
は
、
手
当
文
治
を

受
け
最
終
が
あ
つ
て
も
、
遠
の
申

相
手
啓
暮
し
な
け
れ
ば
手
当
の
支
給

を
受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

新
た
に
睾
ヨ
壷
梓
に
按

け
て
い
る
額
よ
り
ふ
え
る
人
は
、
手
当

の
謹
藷
奉
賛
義
の
改
定
請

求
の
手
柄
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
．
公
務
負
や
三
公
社
の
譲
葺
の

方
の
手
続
尊
は
、
勤
務
先
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

一
、
品
三
月
十
九
日
十
時
－
十
・
試
食
会
、
そ
の
他
幻
燈
、
健
康
体
す
る
、
戦
傷
書
換
虹
の
嚢

遠
　
　
　
　
操
等
　
　
　
　
　
′
基
骨
を
始
め
て
．
恥
部
の
で
、
眩

ニ
、
楓
所
町
民
念
箭
　
　
　
○
料
金
無
料
　
　
　
　
　
　
当
さ
れ
壷
腐
生
僻
に
お
い
で

ー
1
㌢
料
金
九
百
円
（
町
の
縛
助
六
首
○
裏
間
三
月
十
石
上
貫
こ
く
だ
さ
い
。

円
、
個
人
負
撃
育
円
）
　
ヤ
ー
日

四
月
か
ら
変
り

ま
す
手
続
き
を

国
民
健
康
保
険
征
．

軍
産
由
月
盲
か
ら
県
下
ｌ
せ

い
に
国
鳥
薯
薩
虹
が
新
し
く
「
ふ

じ
色
」
変
わ
り
甘
す
。
町
で
も
次
の
と

お
り
切
轡
乙
を
い
た
し
ま
す
の
で
印
鮪

と
旧
昏
毒
こ
て
く
だ
さ
い
．

な
お
、
四
月
一
日
か
ら
旧
居
距
は

輿
受
付
地
間
　
三
月
十
一
日
Ｊ
十
八

日
守
で
。

受
診
希
著
は
、
票
鰻
間
中
に
料

重
し
、
役
場
衛
生
係
ま
で
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。
受
付
け
の
と
酋
予
鯵

を
い
た
し
革
の
で
、
で
き
る
ガ
け
本

人
軍
苗
の
こ
も

高
血
圧
教
室

1
受
部
者
募
集

つ
ぎ
の
畠
山
嵐
血
圧
肇
曹

下
二
小
分
離
後
の
新
校
名
き
洩
る

伊
佐
座
小
学
校
と
吉
田
小
学
校

下
京
学
校
空
枚
に
分
離
し
、
∵
甲
学
校
の
校
名
が
正
津
決
定
し
ま
し
ま
り
、
七
十
余
年
の
歴
史
を
も
つ
下
二

佐
座
と
宮
田
嘗
庫
に
新
ら
し
い
暗
夜
を
．
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
小
学
枚
の
精
神
は
新
ら
し
い
ｌ
萩
へ
引

鵜
散
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
層
で
お

・
配
布
区
域
・
金
町
七
千
二
蔓
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
こ
の
哲
Ｐ
し
い

校
名
は
建
設
地
名
を
と
壱
頑
健
き
つ
か
事
る
こ
と
に
な
り
壊
す
。

座
小
学
校
」
と
「
青
田
小
学
校
」
に
決

斬校名もきまり建設中の伊佐慮小学校

なつメロでなぐさめる

∴水巻作業隊員静光園を慰問

下
二
小
学
枚

の
こ
襲
敵
に

と
も
な
う
、
青

田
小
蛍
級
の
用

地
迫
威
－
車
は

陸
上
百
恵
第

二
施
設
静
水
靖

作
業
隊
の
事
で

行
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
、
鱒
↓
期

書

も

な

く
終
り
、
四
月

中
り
鱒
二
期
工

事
に
憎
い
り
ま

す
．

町
建
設
工
事
な
ど

指
名
願
の
受
付
Ａ

‘
－
Ｈ
ｌ

四
十
九
時
鹿
に
水
車
町
が
為
穫
す
る

建
設
工
事
、
気
、
水
道
串
、
則
量

設
計
書
、
替
胴
査
の
入
札
、
思
積

り
に
墓
さ
れ
る
万
は
、
次
の

毒
で
受
付
け
ま
す
の
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

一
、
憲
閤
四
月
盲
か
ら
四
月

十
五
日
ま
で
・
・

二
、
番
場
所
役
場
妾
財
政
係

三
、
資
格
町
内
に
廿
果
断
が
あ
る
私

・
人
お
よ
び
怯
人
・

く
わ
し
い
こ
と
は
稔
滞
匝
・
薫

に
お
た
づ
ね
く
だ
さ
い
。

と
こ
で
珪
溝
に
地
場
し
て
い
壷

腹
清
隊
の
隊
員
書
ん
た
ち
、
鐘
首
の
激

し
い
作
－
ｒ
弟
の
合
い
間
で
の
酷
が
章
毎

り
、
遠
賀
郡
・
豊
の
老
人
ホ

一

お

礼

1

露
返
し
と
し
て
、
つ
ぎ
の
方
か
ら

ー
ム
「
遠
賀
静
蘭
を
万
二
十
七
蓋
等
へ
げ
蓉
贈
が
あ
豊

田
に
慰
問
し
要
し
指
　
　
　
　
　
し
た
。
轟
を
お
祈
り
い
た
し
手

当
日
は
、
こ
の
水
薫
葺
の
慰
と
と
も
に
厚
く
ｌ
お
礼
申
し
掌
」

潤
を
知
っ
た
小
郡
帯
か
ら
轟
が
故
億
々
木
甲
骨
腰

応
援
に
儲
け
つ
け
、
な
つ
メ
ロ
を
中
心
故
勝
原
ス
ガ
殿

に
洩
票
を
し
、
・
五
重
の
お
年
串
や
故
環
野
元
正
殿

の
方
た
ち
に
喜
ば
れ
壊
し
た
。
．
　
し
　
故
高
田
ハ
ル
殿

こ
の
日
は
寒
波
の
た
め
に
外
は
す
げ
故
原
田
一
知
殿

し
藷
、
し
か
し
事
の
方
た
ち
は
故
牧
野
官
太
郎
灘

波
簾
に
合
わ
せ
て
ロ
づ
さ
ん
だ
り
、
事
故
坂
口
几
寛
子
殿

佐
々
布
、
、
ツ
エ
般

勝
蓋

鷹
野
纏
夢
殿

粛
田
勝
愚
．

腰
田
適
大
敗

牧
野
マ
サ
ヲ
放

坂
口
省
三
般


